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Summary

TheresidueandmetabolicfateofEIsanin

three diEEerentplantswerestudiとd b少 using

radioisotopetechniques.

TheamountofI一°-labeled EIsanapplied on

cabbageseedlings,Hl'me-applefruitsandstraw-

berryfruitsdecreasedrapidly.Only0.2%,2.3

% and 0.4% ofappliedEIsanwerefoundin

theseplantsrespectively,afterthreetosixteen
days.

Nineto eleven metabolitesofEslan were

detectedinthetestplantsbythinlayerchro･

matography･Onthesurfaceofplantsbis⊂α一Car･
boethoxyben2;yljdisulfideshowedthehighestper･

centintotalrecoveryradioactivity,whileinside

of the plantsEIsancarboxylderivative was

found tobethemainmetaboliteinthe early

daysofobservationperiod,and atthelatter

periodmandelicacidandhis〔α-carboethoxybenl

2:yl〕disulfideweredetectedasmainmetabolites.

Theresultindicatedthatthecleavagesiteof

theEIsanpersistingontheplantsurfacewas

p-S-C bond.whi一e EIsan penetrating into

p一antswasinitiallydegradated.byhydrolysisof

carboxyestergroupfollowedbythecleavageof
p-S-Cbond.

Although thedegradation rateofEIsan in

m'me-applefruitswasSlightlyslowerthanin

cabbageseedlingsandstrawberryfruits,almost

identicalbehaviorofEIsanwasobservedinthe

three plants with respect to penetration,

activationanddegradation.

ElectrophysiologicalObserYationonSpectralSensiti▼itiesintheCompoundEyesofSome

Insects. TomoeYoNEKUJiO,Kisabu lyATOMT,Tamotsu TAMURA書,TetsuoSAtTO and Minoru

YAMADA+(LaboratoryofAppliedEntornologyandNematology,andLaboratoryofFisheries●,
FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Chikusa,Nagoya.Japan)ReceivedFebruary25,

1971.Botyu･Kagaku36,51,1971.(withEnglishSummary58).

10.二.三の昆虫の樟眼におけるスペク トル感度についての 電気生理学的研究 米久併門札

弥富再三, EEl村 保書, 斉藤口火. 山m 稔● (名古屋大学瓜学部詔虫学教室,水産学教室+, 名古屋市

千種区不老町)46.2.25.受FI!.

昆虫のスペクトル感度を,複眼の網膜陀位 (E.R.G.)をもとにしてキイトトンボ,ナツアカネ,

ニカメイガおよびハスモンヨトウのいずれも成虫を供試して検討した. 光刺激は12軽類の等エネル

ギー単色光 (404-726mFL)によって行なった.その結果キイトトンボ,ナツアカネ,ハスモンヨト

ウの ERG は一過性の頼状電位とそれに続いて起る頂流成分とから波形が構成されていた.

スペクトル感度はすべての昆虫において525-548mFLの犯跡 こピークがあった.しかしナツアカ
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ネでは610mFE付近に第2のピークがみられた. これについても考察した.

548mFLより長波長になるとトンボ類はハスモンヨトウ,ニカメイガと比べて感度が大きかったが,

短波長域では逆の様相を皇した. ニカメイガでは短波長における感度はトンボ類と比べほとんど同

じか,わずか大きいぐらいであった.

ハスモンヨトウの複眼における明･暗頓応の感度の違いを調べた結栄,548mFLより短波長では暗

噸応眼の万が感度が大であった. しかしながら明

れはみられなかった.

結 論

畠虫において光を感知するお宮は複眼および単眼で

ある.複眼の網膜に光があたると網膜をはさんで冠位

変化がおこることが知られている. この屈位変化を措

冨己したものが Electroretinogram (略して E.R.G.)

で初めて記録されたのは100年以上も前のことであり,

それ以来昆虫においても数多くの研究者にJよって報告

されてきている1'2,10,18). しかし E.R.G.のみによっ

て昆虫の視覚の作用機伽 ,朋碇にされるとはいえない.

すなわち,複雑な光受容群の構造から考えてE.R.G.

が複雑な総合反応 (massresponse)tlして誘導され

てくるからである.しかしながら,刺激の変化に対す

ろ限全体としての反応を E.R.G.によって記録し,

検討することは,全体としての複眼の生理を理解する

上で有用である.一般に視細胞に到達した光エネルギ

ーは種々の過程.たとえば視物質の構造変化 (たとえ

ば cis⇒trans),それに伴なう紹L気的性質の変化 細

胞股のイオン透過性の変化等の現象を経て怒気的エネ

ルギーに変換され 祝袋 (opticlobe)を介して中枢

部にその情報が伝達される.その情報をうけて稜々の

行動が出現されるものと思われる.そこで,このよう

さ2

暗面唄応において.最大 ERG を示す波長のず

な変換結 (transducer)としての複眼からの E.R.G.

にもとづいて,まず可視光線での暗順応,明項応眼に

おける2,3の昆虫の祝眼のスペクトル感度について

行なった実験の一部を報告する.

実験材料と方法

Fig.1.に示すように光の刺激はクセノンランプを

光源とし,平面鏡で反射させ,光線が勘眼にあたるよ

うにした.クセノンランプからの光を12枚の鎚干渉フ

ィルター(東芝製,副透過符を除くためATシt)-ズの

色フィルターを組合せた)により12種の単色光 (404,

428,463,494,525,548,584,612,604,669,696,726

叫 )̀にした. これらの フィルターは円板上にとりつ

けられており,この円板をモーターで回転させること

により,12色の蝉色光が噸次複眼に与えられるように

なっている.各蝉色光の相対強度をフォトダイオード

(PD3L蔓軌 新日本IrAiL気製)によりnrJ定し,強度の故

すぎる単色光には灰色フィルター,透明ビニールを用

いて強度を弱め,12色の申色光を等近皮にした.また,

マグネティックシャッターを用いて各単色光の照明時

間を一定にした.

Fig.1. Diagramofapparatusforobservationinsectelectroretinogram (E.氏.G.)
ⅩL:Xenonlamp,MS:magneticshutter,ES:electricstimulator,NF:neu-
tral vinylfitter,IF:interferencefilter,S:Switch,PM:potentiometer,
MT:motor,PT:phototransistor,NDF:neutraldensityfilter,MN:mi一一
ror,MM:micromanipulator,CE:compoundeye,SE:silverwireelectrode,

IE:indifferentelectrode,FX:fixingstand,PA:pre･amplifier,OS:osillo･
SCOpe,



肌 山 門 一■i二:qT, .-帖 1._i lI

昆山u1970iI･:5- 6日に Y..fI'仙人学出ず滞納IJlで柁

1j5した幼山か ら淵 ヒ1- 2日経o)キ1トトン.トL:erL-

0grion "lCIaluLrEiW7SE.,YS (Odonata:Agrionidae)

の雌成血 -).I/アカネ SylJLPeLyulndarwt'nianum SE-

LYS(Odonata:L)bellulidae)の雌成虫.そしてE']'1人

'13%出学部附JIA火郷出場か ら採集 し25oC,16時間矧 "j

で イネ#:lH'IL'法で飼育 した二カノイガChilosup♪res-

salisWALKER (Lepidoptera:Pyralidae)の雄成虫

のllj化後 5円以内の もの.E,-I,t野義妙蛙株JC会M h=ラ

ボラトリーズから提供をうけたt棚;JTIp系ハスモンヨト

ウ S♪odoPtera litloralisBo)sD (Lepidoptera･

Noctuidae)の羽化後 1週打Ed以IJjの雄成虫を供試した

各実験において,昆虫を虫 ピンで刺 し.コルクfH JtLE一

行約 10cm)にPTl'jiILI= 昆山はそわそわ 2li･L､し5

功i触った.

跳線小肘rrL'lt如加州 iに きし込み. I/j鎚組 をJ鍬,LL柚

(activeelectrode,直碓約 Olm m ) は こ'/Uマ_ ノ

レーク一によって移動させ.この火畝では似旧に接触

させT=. 網脱で発/I:.する E.R.C u鮎Iuiを僻帆 L､さ

せてか ら. あるいは約 254ル･.J'/スの 1'旭 光で 2'JI

聞似射 し,消光後ただちに 8ルッ'/ス荷!.lAIの日払光を

僻児の背ijfi･に!lI.ま射 して も.ほと^ t'･.li柁変化がみられ

ない状憶に させてから溺蛸 Lfこ /i･わ この凱iLi鎚･.LL紬

にii.怯触の厭の鵬抗を小 さくするf二めに/卜糸を巻き

つけてあ り.E R G .i-h蛸0)lltJfには リ,'17--ル液を殺し

て行なった.

E･R･G･は Fig.tに小 Llこように臥弓J鎚･,LL秘か ら

IT771芯哨｢lJ牌を介して. 2朗射 ~Iけ ノンロスコープ (日

本光'.ul工業株Jlこ会TI...VC-7J即 の ACtL日日 AL.

ン寸.Jt,. 上州の.ぎJ鎚.IJJjil敬 03秒)で観察 し.辿縦

Bli彬悠a"Y上t.･舶i#して/JI即 した.またL)C上門‥JIh ∫

/ † ル . 卜川u).言L!録)へ光の111ま射日射Ll11のよ小とし ( ~/

トトランジスクー PD3LのrlTt路を入れた,7,a.トト

ランース//-は光があT=るとその抵抗が変化 し.いり紡

IJIO)n伯紙杭 (500kJl)のIll硝砧に･.L位差を_/卜ずるもの

である. これは非'.Tii'に小型で.｢り視光線での犬験には

使利である.写1'i･記録のBチャンネルにおいて,光線

か ら lLJJへの変動は光の刺激を患味す る.実験粂佃 ま

20-25シC で, すべてのLR験集lFI.はI'l-jじ1人腰に伽つ1

うに した.

各披山におりるス′＼クトル感度は. 各波長でU) E

RC a)人 ききをそ0)値入旭に対するOoで表小 した.

複EU:iをIJ)j頗応するためのl̀l也光の頻度はニュー トラル

･7-ノンT I / lJL'/- (納=†]叱膜りf'JJUL.所)野望を仙

川しこ朋臥 しIこ

実験結果と考察

昆山U)L:)くじ(上 鰍 こ Iut/ル)I.LL化 とそ1日こ拭い

て発/E･する直流JR/JlとからJ戊るとい,I)れ ていろりtJ2'

Fig.2-4は^̂抑止山にわける終地山に対すろ r:.R.

∩ a)変化を .言J鎚 した LU)LJ,ろか. l･Ilト/ I,

)I/-/1J才･と′､ス し.I1I.●Jにわ い 7日上 IJBWIu)仲代
'Ln'FとrL脚山yJlu)総 付 く応か71らJtlこげIg 2,I).

/i.- 1JノfJJてufll脱811hLHl'(.('1U)Ell純/∫Li,lt.C./_,I

多く0)似 合 L.i.し/二 (Fig.こi)しか し光の!I.(i射時に 心

性の榔帆LHl'Lがみ られるPともあー,1二g)で. こu)･lLHl'J

は二カ ノf/)ではイく■L:'JL/iものであろ うとIiLわか る

各純山に対す るTIL‡.C.a)各JJUJIO)l<山 ′､I/-ンIlヰ

1トトンJと′､スI/ 1卜'Jとにおい乙は. tく似J二

変化を′バLl二か. )･ソ J'JJ川 )柑U:tU)収Ou.1111S'Jl(vent･

｣ レ叫 ′叶 ･'ー-- -′｢､､一一･一′

484 428 463 494 525 548 584 612 640 669 696 726＼
rnJJ

B
I

Pか -｢､叶､ 一一＼一一･･一- ｢ヽ ＼†一つ＼､ 一一＼〟.一一- ＼- ･･･へ･ - 1. t. ′､ ､ [･ヽ一l
404 428463 49.4 525 548 58J1 612 84(I 669 726

Fig･t_2.･･LTypicalrecordings ofLEII(G･･n●d.･agon川esstin-ulRtedlby..seriesor12
monochromaticlighLsorequalinLens.Ly.

A:E･lモ･C･fromdark-adaptedeyethema)eadL山 orL･eriagr10M le/I"ILtru"I
SELYS･B‥E･RC･from dark-adaptedventraleye region 'n thefemale

adultofSympelumdarwinianumSELYS AnupwarddeflectlOnOfthelower

traceln each recordlng IndicatestheperlOd oflightstlmulatlOn.The

samesymbolsarealsousedintherollowlngFig.3,4 Duratlonoreach

illumi nat10n:300msec･ReferencevoltageI1mV.
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トー｢＼一一＼･･･1
ノ ノ

404 428 463 494 525
_′■~____1
548 584 612 640 669 696 1726mリ

Fig.3. TypICalresponseofdark-adaptedeyeinthemaleadulto【C/Ill/osu卯resI
saLisWALKf:氏tOeach Wavelength.Durationofillumination:150msec･

Referencevoltage:1mV.
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Fig.4. Typica一responsesofcompound
Lora/isBoISDtOeachwavelength.
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eyeinthemaleadu一tof Spodoj･leraLil-
A:ER.G.fl･Omlight-adaptedeye(lighト

intensity:ca.25.41ux,2mln.)B=R.G･from dark-adapted eye.Dura-
tion ofeach lHumination:250msec.Referencevoltage:5mV･In this

figure,a-1repl･eSentWaVelegth(nl〃)･

a:404,b:428,C:463,d:494,e

j:669,k:696,1:726mFL･

rateye)にl娼しては児なった様qlを示した(Fig･2B).

すなわち584m〟をきかいに して, それ よ り短 波

LiではllJ順.Li仰fJlの)戊/JJが ti体となっており,一万

726m/LではTk応がなかったが, 丘波良域 (610,640

mIL)ではnの'.LHlT.め,'刑火して, かわりに正の氾位が

鎖 yfとなった.また.ナツアカネでは一過性の煉状山

位はキイトトン.i,1.ハスモンヨトウのものほどには明

椛にみられなかった(Fig.2B矢印). これらのことか

らE.R.G.の各成/JJの発LI瀬 を考えてみると,昆波長

54

:525,f:548.g:584,h:612,i:640,

に仙 L;する細胞と,<tり知.織LiにJk応する細胞とがll:

/l三するか,または=J祝光鰍 こおいて全波Li域にわたっ

て反応する細胞と,584m/L以上の波長に対しては皮

応 しない細胞とが存在するかいずれかであると考えら

れる. AUTRUM and KoLB(1968)3)は ヤンマ科の

Aesc/macyaneaとAeschnamixiaを材料にして,

単一細胞内記録法により複眼の腹部には二つの型の受

容撚細胞があることを兄つ',JT:と報告している.すな

わち ん､&.Y(殺大感度を示す波長) が 519rnjLで,第
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2のピークを356から370m/Lの肥州にもつ細胞が30 (1969)○'はヤンマ村の A〃ax)'unius とトンボ科の

肌 lmRtが458m/Lのものが4m,494m/Lが23帆 Lf'bcIluLa〃eedlLaml'をIT]いて,祝旧の腹川部分は広

536m/Lが3帆 550rnILが4仰みつかり,またlmAX

が412から432mILの昭桐で,郡2の ピークを356

m〝にもつ細胞が2掴みつけられた.また HoRRIDGE

昭UfIなスベクトル場皮をもつ受容死手を含んでいると報

/bしている.ナツアカネではE.R.G.に3Tfなってスパ

イク状のTu位が把捉きれたが (Fig.2),これは光の変

WAVELENGTHtmpJ

Fig.5A.SpectralsensitivitycurvesofCcn'agrl'onmetammLmSELYS.◎-◎ :Spikel
1ikepotential,●-●:negativecomponent,●-●:wholeamplitudeof
E.R.G.Eachvalueisthemeanoftwomeasurementsintwoindividuals.

RelativesensitivitywasdeterminedbypercentageoftheampliudeofE.
R.G.ineachwavelengthtomaximum responseofcompoundeye.

0EJ

(
7.
7
トゝ

]̂

71
7
Srt:
uS
山
^
u
V
1
山
∝

WAVELENGTHtmJll

Fig.5B. SpectralsensitivitycurvesofSymbctrumdaywl'nt'anumsELYS･●-●:
wholeamplitudeofE.R.G.inventraleye.Each valueisthemeanof
twomeasurementsintwoindividuals.0-0:negativecomponent,
01て一〇:POSitivecomponent,●-●:negativecomponentinoff･set.
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WAVEL_ENGTH(mlり

tIiK,.hA. Spectralsensitiviycurvesofi:kilosuPj･ressaLisW ALKLiIt.Relativesens･

itivitywasdeterminedasinFig.5.Each valueisthemeanOfthere-

sultsfrom 5individl】als.Allstandarddeviationsare-shown by verticill
lines.

WAVELENGTHtmpl

I･liL,.6Ii. SpectralsensitivitycurvesofSPodo♪teralz'ttorah'stioJSD ●--1●:dark-
adaptedeye,し ･-1二1:light･adaptedeye.Relativesensitivity wasdeter･

111inedasinFig.5.Eachvalueisthemeanoftheresultsfrom5individuals.

AIIstandarddeviationsareshownbyverticallines.

化にl_山L-hしないことから網膜から山米するも0)ではな る.

く,他の出身言からのものと,IJlわれろ.ハスモンヨトリ ii山u)軌u10)ス.＼クトル感度曲線は Fig.2-Llに'Jt

の明唄応脱と昭lln応Luiとにおける E.R.G.の変化を LT:ようなE.氏.G.変化にもとづき,E.氏.G.のLLi人

Fig.4に示す.t州蜘E:h眼の方が長波良域まで反応した. 仙 tL-JRに対する各波良の E.氏.G.の大きさの′ヾ-セン

波形に関しては,暗順応眼の方が負の成分は朗著であ テージで′1ミLT:. この結果から4稽規の成虫は525-
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Wj 山 村 や 耶 :16 yL.1C Il

548mILの披Li城に放火仙Sがみられた.すなわちニ

カメイガでは52号m/I(Fl'g･6A). ハスモンヨトウ.

キイトトンボでは548m/L(Fig･6B,5̂ ). ナツアカ

1tでは548m/Eのほか612m/I付近に もうlつの紬人

がみられた(Fig.5B).

いずれの昆dlも!･B光也#;としてllfl'フシン系の!.JR雌

曲緑と桝似の曲線をT:どるが,今IHtの火験では!･B光物

TIについては兜明しなかった. ニ カノ イ))+において

350m/E (Tm8Ⅹ-24%.Jl与-21mIL) にもJ豆応 した

りミ発火).托山は ･恥 こ触姑はとくに紫外線に感ずる
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といわれているし.ltrHJ_i:F7!学的に も多くの稚告が.Lll

されていが ･.･l･l). KAYR.E.(1969)は感光色素とし

て.可視光緑とそして多少の紫外線に感度があるロド

プシン系脚 勿TIと.紫外線にだけ感ずる非ロドプシン

系別物TIとして懲光物質がll71;すると述べている9).

これらのことはニカメイガ等の趨光Vr三実験からも喜付

けされ る8).

1抑旧応眼と[1)j噸応眼 (約25.4ルックスで2分間授眼

を肘射)とにおけるスペクトル感度の違いをそれぞれ

のIt'応率の弟.でもって,ハスモンヨトウを対象として

^ A

WAVELENGTHtmpl

Fig.7, 日ifrerenceolspectralsensitivity

A) T-C:(SJ)odoj･tcraliLtoralLsfioISD)-(Clll'losupyessalisW ALKER)

r)-L:(dark･adaptedeye)-(light･adaptedeye),inSJ･odoL)teyaZitLoralz's
BoISD.

B) T-A:(SjIodobterahrttoraltsBoISED)-(Ceriagrionmelanurum SELYS)

C-A:(ChiJoBut,pressalisW ALT(ER)-(Ceriagyzlonmelanurum SELYS)

Here,0levelsshowdifferencebetweenthetwosensitivities.Allstandard

deviationsareshownbyverticaHines.

.r:17
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しらべたところ,最大反応を示す波長のずれはみられ

なかった (Fig.6B).しかし暗噸応眼の短波長城 (525

mp以下)での反応は30%程度明頓応眼よりも大きか

った.一方長波長城では明噸応眼の方が多少反応が大

であった (Fig.7A:D-L).最近 screeningpigment

(遮蔽色素あるいは円錐晶体,網膜細胞等を囲む色素)

がスペクトル感度に彫響を及ぼすかどうかが開成にな

っているが7),上記のことは暗唄応に伴なうこの色素

の捗皆を示すものではないかと患われる.また,Figl

7A の T-C曲線はハスモンヨトウとニカメイガの暗

噸応眼における感度の差を示すが,これから前者の万

が広い波長域にわたって反応することがわかった.こ

れらの図 (Fig.7)における0レベルは両者の反応が

同程度であることを志昧する.

つぎにキイトトンボとハスモンヨトウ,ならびにニ

カメイガとの脚幻応眼におけるスペクトル感度の差を

みるとFig.7Bに示したような曲線になった.すなわ

ち T-A曲線はハスモンヨトウとキイトトンボとの感

皮の丑を出わすものであり.C-A曲線はニカメイガ

とキイトトンボとにおけるものの差を表わす.この図

からキイトトンボでは大体540mf̀をさかいにしてそ

れよりii改良仙 こおいて,ハスモンヨトウ.ニカメイ

ガよりも旭皮がすぐれていると魁われる.一方姫波長

城においては,ハスモンヨトウの感度はキイトトンボ

のそれよりも蚊大30%程度大であった.しかしニカメ

イガにおいては.キイトトンボと比校して同税皮ない

し多少大きい反応がみられた.結局これらの昆虫では

暗噸応によって知披技に対する感度が大きくなり,キ

イトトンボと比悦しても相対的に知波長に感度が大で

あった.また,トンボにおいでは相対的に長波長城に

感度があった.

なおここでは,感度という言柴は光刺激に対する祝

眼の･nl気生理的な皮応という志味で班用した.

謝辞 :トンボの同定をしていただいた国立予防砧生研

死所の側比IR正二郎博士.ならびに研究上多くのご援

助をいたTfいた名古屋大学忠学部本多八郎技官に深謝

します.
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Summary

TheE.R.G.(electroretinogram)investigation

wasundertakentoobservethe spectralsensi･

tivityofcompoundeyesinthefollowinginsects;

twospeciesofdragonflies,maleadultsofCeria-

grtonmelanuyumSELYS.femaleadultsofSymLIe･

tram darwinEanum SELYS,ricestem borermale

moth(Chl'tosu♪LIressatisWAL7(ER),andtobacco

cutworm male moth (SJIodoLIicra Ll'tLoyalis

BoISD).TheamplitudeofE.氏.G.recordedfrom

thecompoundeyestimulatedbyaseriesof12

monochromaticlightsofvisiblewavelengths(404-

726mp)wasdetermined.

TbeE.R.G.tolightstimulationconsistedusually

ofaninitialpositivespike･likepotential anda

slowdirectcurrentcomponent.

Spectralsensitivity maxima werefoundat

about525-548mFLinallinsects;butin SymL)eLrum

darwinianumSELYSalsominorpeakappearedat

about610mFL.Thisseemedtobeduetomass･

responsesfrom receptorswith sensitivitypeak

atdifferentwavelengths.

Tolongerwavelengthsthan548mjL,thedragon･
fliesweremoresensitivethantobaccocutworm

andricestem borermoth,buttoshorterwave･

lengthstobaccocutworm mothwasmoresensi･

tive,andricestemborermottlWasalmostequal

toorslightlymoresensitivethandragonflies.

Differenceofspectralsensitivitybetweenlight

anddark･adaptedeyesintobaccocutworm moth

wasalsoinvestigated.
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Inshorterwavelegth than548m/I.thesensi･ sameasorgreater,comparedwiththatofdark-

tivityofdark･adaptedeyewasgreaterthanthat adaptedeye.Butashiftofwavelengthatwhich

oflight･adaptedeye,wIlileh longerwavelength compoundeyeproducedmaximllm reSpOSeSWas

reglOnS,thesensitivityoElight･adaptedeyewas notobserved.

OntheNon･ProteinFolin(Lovry)PositiveComponent8intheLaryalTIaemolympl10fthe

Armyworm,LeucaniaBeParatainRelationtoAIe18nirLSynthesiB.HajimeTKEMOTO(Tokyo

Prefectural IsotopeResearchStation,Setagaya,Tokyo)ReceivedMarch5,1971.Botyu･Kagaku

36,59,1971.(withEnglishSummary65).

ll.アワヨ トウ幼虫の体液にみ られる非買 自性 フォリン (Lowry)同性物質 と くにメラニ ン

生成との関係 池本 始 (東京都立アイソトープ総合研究所)46.3.5.受理.

アワヨトウの休校にみられる井田自性フォT)ン (Lowry)助性物円 non-proteinFolin(Lowry)

positivecomponents とメラニン生成との関係について若干の研兜をおこなった. 体披小に9mの

助性物TIを砕詔することができた.そのうち4佃はト])プトフアン.チロシン.ドーパわJ:び成概と

推定された. 休校のメラニン生成にともない, チロシン丑が減少しドーパ爪が一時的に相加した.

そして休紋にフェノールオキシダーItlの存在を椛認することができたので.メラニン生成の退riで,

チロシンはフェノールオキシダーゼによって ドーパになるものと考えられる. メラニン生成にとも

ない尿概丑もいちじるしく娘少したが,メラニン生成と関係があるのかどうかあさらかでない.

緒 言

アワヨトウ Leucam'asebarataの幼虫は黄緑色あ

るいは褐色をしめすが,吊密度で飼育すると毘It色にな

ち.最近,このF.色色芽壬はインドールメラニンである

ことがわかった (池本 1971)I).

インドールメラニンはチロシンの酎系恨化によって

形成されろ拓分子の也窮でチロシンがフェノールオキ

シダーゼで恨化されてドーパさらにドーパキノンとな

り.つづいてインドール核が形成され,Fi合してメラ

ニンになると考えられている.昆虫のインドールメラ

ニンもこの経路にしたがって形成されるものとおもわ

中るが,まだ実証はきれていない･この仮定が実証き

れるためには,これらメラニン生成の中間物の蔑つか

がil咽色されねばならない.

チロシンや ドーパをふくむフェノール性化合物はフ

ォ.)ン (Lowry)反応S)に闘性であることがしられて

過程をあさらかにすろため,体紋にふくまれる非式日

性フォ1)ン (Lowry)助牲物TIの｢d左をおこない,休

校が空気にふれたときみられるメラニン吐瓜 こともな

って,これら非蛋白性フォ.)ン (Lowry)陽性物質の

含有塁がどのように変化するかをしらペ,体紋のフェ

ノールオキシダーゼの naturalsubstrateが,はた

してチロシンであるかどうか,その他メラニン生成を

中心として2,3の問題を検討したので報告したい.

実験材料および方法

〔火軟材料〕

火映には25-26●C の採光tTi配耶円で トウモロコシ

の袋をあたえ全幼山川IIUを1シャーレあたり10匹から

15匹の碑皮で朋付した.I.u也qlJ.幼虫 (6令1!ミ企糊)の休

校をJT]いた.体紋は脚を切Wrして氷冷したフラスコに

あつめた.火映によっては1シャーレあたり1匹で飼

fi-した淡色型幼山の体紋 も用いた.

⊂メラニン生成のau定⊃

虫色型幼虫の体紋20mLを三角フラスコにとり,フ

ラスコをアル ミニウム箔でかろく蓋をし,振坦恒氾水

槽を用いて8時間にわたり28oCでインキュペーシ7ン

した.そして-定時に体紋0.2mLを採取し,25Ll子血

の1%食溢水 (メラニン化を防ぐため KCNを5Nふ

くむ)を加え,折紙で炉過し,その酢牧について Beck･

manの spectrophotometerを用いて400mILで紺

正された吸光度でメラニンiL:戊のW.皮をしめすことに

した2). 火映は3回ほどくり返し,その平均他をとっ

た.なれ 同時に一正_ritの休校を採取しフォ1)ン反応

の5ukl.チロシン, ドーパ. ト.)プト77ンおよび尿

慨の定見をおこなった.

〔フォ.)ン (Lowry)反応によるフェノール類などの

定量〕

休校lmlに等量の10% ト.)クロル酢酸を添加し,

折紙で炉過し,炉液の0.1mlを用いて, フォ1)ン試
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